
１．審判員派遣願について
　東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県で主催する競技会に開催都県陸協からの審判員派遣が必要な場合、
関東学連に必要事項を入力した審判派遣願（関東学連ホームページからダウンロード）・要項・競技日程を
競技会開催の75～90日前に提出してください。これを受けて関東学連から当該陸協に審判派遣願を提出�
します。その後、審判員編成の結果は、当該県陸協から、直接担当者に対して連絡があります。その他の
県で実施する場合は、直接各陸協に連絡してください。
　なお、審判の日程等の都合上、派遣できない場合もございますので、十分にご注意ください。

２．公認競技会について
　公認競技会は以下６点の条件を満たしている必要があります。
１）�（公財）日本陸上競技連盟（以下、「日本陸連」）およびその加盟団体、あるいは（公社）日本学生陸上
競技連合（以下、「日本学連」）およびその傘下の団体、（一社）日本実業団陸上競技連合およびその
傘下の団体が主催であること。

２）参加競技者全員が2026年度日本陸連の登録者であること。
３）�2026年度日本陸連競技規則によって行われること。
４）�使用される施設が、日本陸連の公認競技場（長距離競走路ならびに競歩路を含む）であり、使用される

用器具が規格に合ったものであること。
５）�審判員（補助員は除く）が日本陸連の公認審判員であること。
６）�関東学連から日本学連を通し、日本陸連に事前に申請された競技会であること。

３．ワールドランキングコンペティション制度について
　2024年度から世界陸上競技連盟（以下WA）の方針で、ワールドランキングコンペティション制度�
（以下WRk制度）が開始されました。そのためワールドランキングの記録集計を行う競技会は、従来の�
競技会申請に加えて、本制度への申請が必要となります。

４．公認競技会の主催権について
　公認競技会を主催する権利（主催権）は、学生の競技会に限り日本学連とその傘下の団体（地区学連・
加盟校）に認められています。公認競技会の主催権の認められていない団体（国公立大学陸上競技連盟、
○○地区大学体育連盟など）のみが主催する競技会は、公認競技会ではありません。それらの競技会が
公認競技会として認められるためには、主催権の認められている団体（都道府県陸協など）が主催に加わる
必要があります。また、学連を通じて申請する競技会は、学連登録競技者が出場している必要があります。
日本学連加盟団体が主催に入っていたとしても、小学生や中学生のみの大会等は申請しないでください。

５．各種申請の流れについて
　公認競技会開催申請、競技会の変更届など、公認競技会開催に関しての各種申請は以下のような流れに
なっています。

　またWRk申請競技会申請は原則３か月ごとに関東学連宛におこなってください。
スケジュールは以下の通りです。
2026年４月～６月分：2026年１月19日締切

　　　2026年７月～９月分：2026年４月13日締切
　　　2026年10月～12月分：2026年７月14日締切
　　　2027年１月～３月分：2026年10月12日締切

公認競技会を開催するにあたって

受　理

日本陸連

関東学連から申請された�
競技会を確認する。�
日本学連・関東学連・
加盟校主催競技会を�
日本陸連へ申請する。

日本学連

加盟校から申請された�
競技会を確認する。�
加盟校および関東学連
主催競技会を日本学連に
申請する。

関東学連加盟校

競技会に関する申請を
行う。



６．開催申請の内容を変更する場合について
１）�変更点が出た場合
　変更後の競技会情報を変更届に入力し、競技会開催月前月の15日までに（例：７月開催の競技会の
場合は６月15日）メールにて関東学連にお送りください。15日を過ぎてからの変更は一切認めません。
また、変更後の要項もメールにてお送りください。
　※�公認競技会開催申請をした時点で、会場や期日を「未定」で申請しているものが決定した際には、
必ず締切日までに変更届を提出すること。

２）�追加で開催する場合
　競技会情報を開催追加申請書に入力し、競技会開催月前月の15日までにメールにて関東学連にお送り
ください。15日を過ぎてからの追加は一切認めません。その際、要項もメールにてお送りください。

３）�中止になった場合
　開催申請をしていた競技会をやむなく中止する場合は、中止の決定後直ちに中止届をメールにて�
お送りください。

４）�WRk申請競技会の場合
　WRk申請を追加希望する場合、もしくはWRk申請をすでに希望している競技会が変更または中止
になった場合は、競技会開催60日前までに世界陸連に届け出る必要がありますので、決定後直ちに
本連盟までご連絡ください。また60日前を過ぎてからの追加申請、変更は一切できません。

７．公認記録申請について
　2021年度から、申請の流れ・申請期限が変更となりました。従来は必要書類をすべて、地区学連へお送り
いただきました。しかし、2021年度からは、データにて地区学連、日本学連、日本陸連へそれぞれ申請して
ください。

【申請方法】
　◦記録公認申請書　地区学連会長宛・日本学連会長宛・日本陸連会長宛　３種類
　　※�捺印したものをスキャンしてください。
　　※�内容は全て同じで、宛名が異なります。
　　※本連盟HPに掲載している書式をご使用ください。
　◦プログラム PDFファイル
　◦記録集PDFファイル
　◦記録申請CSVファイル
　　日本陸連所定の形式に従ったデータを作成してください。
　　�以下の競技運営システムを利用している競技会では、ボタン一つで所定の形式を作成する機能があり
ます。

　　（2020年末現在確認できているもの：◎Athle32 ◎NANS ◎上陸 ◎Meet７ ◎AthleteRanking）
　　※�記録データは、競技運営システムを利用して出力したものを何も編集せずに提出して下さい。

Excel等で編集してしまうと、「10.60」の「０」が抜け落ちてしまうなど、正しい記録が申請できなく
なってしまう可能性があります。Excelで開いて確認した場合でも、保存せずにファイルを閉じて
ください。

WRk制度にかかわる申請
　基本的な申請は上記のデータによる申請と同様です。
　�ただランキングポイントの対象となるには、WRk申請対象種目の記録が24時間以内にWAに報告される
必要があり、WAに記録を報告する際は、以下の項目の英語表記が必要となります。
　・大会名（英語表記）　・会場名（英語表記）　・開催期間　・選手氏名（英語表記）
　・国籍　・性別　・生年月日　・種目（英語表記）　・競技実施日 
　・結果（記録および風速※必要な場合のみ）
　例）第102回関東学生陸上競技対校選手権大会
　　　→The 102nd Kanto Inter-University Athletics Championships
　　　相模原ギオンスタジアム→Gion Stadium Sagamihara（JPN）



　　　2023年５月11日～14日→11－14 MAY 2023
　　　山田　太郎（2001年４月25日生）→Taro YAMADA（19980425）またはYAMADA,Taro（19980425）
　　　日本→JPN
　　　男性、女性または混合→Male、FemaleまたはMixed
　　　男子100m→M-100m　　　女子走高跳→F-HJ

記録申請についての注意事項
　①　不備がある公認記録申請については、公認されませんので慎重に申請を行ってください。
　②　記録用紙の原本は主催者で保管し、コピーしたものをお送りください。
　③　�2013年度より記録公認申請用紙・日本記録申請用紙から気象状況を記入する欄が削除されました。

記録公認条件からは外れますが選手や観客に配慮して、できるだけ気象状況を観測し、アナウンス等
で周知するようにしてください。なお、短距離・跳躍種目における風力計測は今まで通り必要です。

　④　男女混合で競技を行う際では、記録表を別々に作成してください。

提出期限について
�　公認記録申請の提出期限を競技会開催日から３日以内とします。日本陸連への公認記録申請が競技会
開催日から３日以内とされており、それまでに提出が確認できなければ公認記録として認めませんので、
予め十分ご注意ください。
　特に、標準記録が設けられている競技会に出場するためには、その記録が公認記録である必要があり
ます。つまり、出場する競技会の有効期間内に公認記録申請が完了していなければならないということ
ですので、ご注意ください。
　ただし、WRk申請競技会は24時間以内に世界陸連へ申請を完了する必要がありますので、競技会�
終了後直ちに世界陸連（worldathleticsmeetingresults@worldathletics.org）広報アドレス（editor@
worldathletics.org）へ公認記録申請を行ってください。
　その際日本陸連（world-ranking@jaaf.or.jp）、日本学連（juauj.kyogikai1928@gmail.com）、関東学連
（kanto-kyogikai@kgrr.org）をCcに含めてください。

８．その他
　日本学連ホームページ（http://www.iuau.jp/）の「大会情報」に公認記録申請の状況を掲載しております。
掲載に当たっては、競技会記録公認申請書の「月・日・競技会・競技会コード・会場・主催大学」までが
対象となります。


